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概  要 

 

瓦用配合粘土の粗粒除去、マンガン酸化物などの添加剤により、現状よりも

50％以上の高強度化素地を開発した。粗粒除去では、現状の配合粘土に比べ

て 66％の強度向上となった（図 1）。マンガン酸化物を 5％添加すると、無添

加と比べて１５％の強度向上となった（図 2）。また、吸水率が 0.4％と小さ

くなるため、現状よりも低い温度で焼成可能であることがわかった。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の粘土瓦は、粗い粒子を含むため、曲げ強度が 17MPa程度であり、瓦製

品の JIS 規格を満足するために瓦の厚さが厚く、重量が重くなっていた。 

本開発品では、粗粒除去や添加物による高強度化素地を用いることにより、現

状よりも 20％薄肉で、重量も 20％軽量化した瓦になる。 

また、現状よりも 50°C 程度低い温度で焼成することも可能な技術である。 

本技術の 

有用性 

軽量化することにより、製造コストが削減できる。さらに、輸送に伴うコスト

も低減できる。 

また、低温焼成することにより、省エネルギー・省資源に貢献できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 1 粗粒除去品の曲げ強度   図 2 マンガン酸化物添加品の曲げ強度 

適用可能製品 
従来の破壊荷重を維持して、20％薄肉化した軽量瓦。 

従来よりも 50℃程度低い温度で焼成可能な瓦製品。 
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薄肉による軽量化、低温焼成による省エネが可能な粘土瓦 

高強度化素地の開発 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

200 400 600 800 1000 1200

曲
げ
強
度
(M

P
a
)

ふるい目開き(m)

250m

355m

500m

1mm
(配合粘土単味)

目標値26.4MPa

1130℃焼成

●： MOX-Pu無添加
△： MOX-Pu５ ％添加
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